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※ 最新の情報は、ホームページまたはSNSにてご確認ください。
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企画展

鹿児島県誕生

明治4（1871）年7月の廃藩置県から約20年間に、鹿児島県令となった大山

綱良、岩村通俊、渡辺千秋らの業績に焦点を当てます。この時期の鹿児島県

は、地方行政の制度の確立や西南戦争での混乱、その後の復興という重要

な時期でした。彼らの県令としての視点から、明治時代前期の鹿児島の変

化を捉え、関連する人物も交えて、鹿児島県が形成されるまでの過程につ

いて紹介します。

鹿児島県管内界図『鹿児島県治弌覧概表（鹿児島県蔵版）』明治12（1879）年

没後120年 十二代沈壽官と苗代川

薩摩焼を創始した朝鮮陶工の末裔で

あり、明治時代に海外輸出を牽引し

た十二代沈壽官（1835-1906）の没後

120年を記念して、その事績を作品と

史料から振り返ります。また、沈壽官

窯が所在する苗代川（現東市来町美

山）は、薩摩藩が朝鮮風俗を保持した

薩摩焼産地として保護と統制を行っ

た特殊な地域です。その役割の重要

性や当時の姿についても併せて紹介

します。

十二代沈壽官作　錦手牡丹文花瓶

さつまの刀
－900年の匠のしごと－

薩摩刀の始まりは、大和から来た刀工・正国にさかのぼります。薩摩で生

まれた波平の技は、代々受け継がれ、江戸時代に大きく花開き、将軍吉宗の

前で鍛えられるほど高く評価されました。本展では、江戸時代の刀を中心

に、900年にわたる薩摩刀の歩みと魅力をわかりやすく紹介します。

刀　銘（一ツ葉葵紋）主水正藤原正清

西南戦争を超えて
―近代国家建設に尽力した黒田清隆の生涯―

黒田清隆(1840-1900)は、西郷・大久保の没後、薩摩閥を代表する政治家と

なり、薩摩藩出身者で初めて内閣総理大臣に就任しました。史料からは、黒

田が政治だけでなく、外交交渉や北海道開拓など、近代国家建設に関与し

ていたことが読み取れます。近代国家建設を担った実務家として黒田を再

評価する視点を提示します。

明治22年2月11日憲法発布式之図
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鹿児島の人々は、海や山に囲まれ

た風土のなかで、さまざまないき

ものとともに暮らしてきました。

いきものは、食や仕事を支えてく

れる存在である一方、ときに畏れ

の対象ともなり、あるいは祭や伝

承のなかでは、神と人をつなぐ役

割も担ってきました。

暮らしのなかで使われた民具や、

祭・信仰の道具を中心に、身近で

奥深いいきものとの関わりをた

どり、これからの人といきものの

向き合い方を見つめます。

令和8年

9月29日㊋ 
　▶ 11月3日㊋
黎明館2階　第2特別展示室
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1.馬鍬

2.カギヒキ祭りの牛

3.倭文麻環　巻之十一 （部分）

4.垂水人形　座犬
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9:00 ～ 18:00（入館は17:30まで）

年間パスポートは、1年間の有効期間中常設展示を何度で

も観覧可能(企画展含む)

月曜日(祝日の場合は翌平日)

毎月25日(土‧日‧祝日の場合は開館)

12月31日～ 1月2日
そのほか、館が定める日

■ 鹿児島空港 から
   鹿児島市内行きバス「市役所前」下車、徒歩7分

■ JR鹿児島中央駅 から
   市電‧バス「市役所前」または「水族館口」下車、徒歩7分
   鹿児島市内巡回観光バス「薩摩義士碑前」下車すぐ

■ JR鹿児島駅 から   
   徒歩15分

無料駐車場あり(普通車125台　バス20台)

自動車‧バイク‧自転車でお越しの方は、❷ 西門をご利用ください。

❶ 御楼門および ❸ 北門は、歩行者のみ通行可能です。(車椅子での通行は危険です)

車椅子で来場される方には、駐車場まで車でお越しいただくことをお勧めしております。

 御楼門通行可能時間 7:00 ～ 18:30（秋分の日～春分の日の前日 7:00~18:00）

最新情報をはじめ

展覧会のみどころなども

発信しています

Follow us

観覧料が無料になる場合

があります。

詳しくはホームページで

ご確認ください。
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